
　
　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
ｏ
報

昭
和
四
十
九
年
度
国
文
学
会
活
動
状
況

く
国
語
教
育
研
究
会
（
六
月
九
日
・
勤
労
会
館
）
Ｖ

　
　
古
典
教
材
－
万
葉
集
を
中
心
に
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
川
　
忠
夫
氏
（
同
志
杜
香
里
高
校
）

　
　
「
最
後
の
一
句
」
の
授
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
保
　
幸
子
氏
（
高
槻
市
立
柳
川
中
学
校
）

〈
教
育
問
題
懇
談
会
（
八
月
一
日
・
平
安
女
学
院
）
〉

　
　
生
徒
の
生
活
指
導
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
田
　
　
満
氏
（
平
安
女
学
院
高
校
）

〈
総
会
・
研
究
発
表
会
（
十
一
月
二
十
三
日
・
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
）
Ｖ

　
　
工
業
高
校
の
現
状
と
国
語
教
育

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
田
　
清
子
氏
（
大
阪
府
立
佐
野
工
業
高
校
）

　
　
万
葉
二
題
　
　
　
　
　
　
岡
島
　
秀
仁
氏
（
大
学
院
生
）

〈
国
文
学
会
講
演
会
（
十
二
月
十
四
日
・
教
育
文
化
セ
ン
ク
ー
）
Ｖ

　
　
漱
石
文
学
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
ー
「
吾
牽
は
猫
で
あ
る
」
ま
で
の
道

程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猪
野

明
治
五
年
の
油
取
り
１
農
民
一
撲
と
民
話
と
の
関
係
か
ら
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
竹

昭
和
四
十
八
年
度
卒
業
論
文
題
目

く
日
本
文
学
古
代
前
期
Ｖ

　
　
額
田
王
研
究

　
　
東
歌
研
究

　
　
人
麻
呂
挽
歌
ー
そ
の
特
色
１
に
つ
い
て

　
　
相
聞
歌
の
成
立

　
　
山
上
憶
良
に
っ
い
て

　
　
万
葉
集
防
人
歌

　
　
大
伴
旅
人

　
　
詩
人
－
人
麻
呂
と
神
話

　
　
額
田
王
論

〈
日
本
文
学
古
代
後
期
Ｖ

　
　
枕
草
子
に
あ
ら
わ
れ
た
美
意
識
に
つ
い
て

　
　
　
ー
随
想
段
・
季
節
美
に
つ
い
て
ー

　
　
枕
草
子
の
「
を
か
し
」
に
つ
い
て

一
〇
五

福金木比
－
　
’

杉津山片山浅原

田澤下村山田田山本野田

謙
二
氏

昭
広
氏

直照孝博芳充敏洋干照

子美子美見代徹廣子寿子



箒
木
巻
冒
頭
試
論

　
－
紫
式
部
と
伝
統
－

和
泉
式
部
日
記
に
お
け
る
和
泉
式
部
像

清
少
納
言
論

光
源
氏
物
語
の
駆
動
軸

　
１
”
な
か
ら
ひ
。
か
ら
”
死
。
へ
の
傾
斜
－

大
君
論

伊
勢
物
語

　
１
昔
男
が
語
る
も
の
１

紫
式
部
の
「
身
」
と
「
心
」
を
め
ぐ
っ
て

紫
式
部
集
に
秘
め
ら
れ
た
魂

竹
取
物
語
の
文
芸
性

紫
式
部
に
と
っ
て
の
宣
孝

「
伊
勢
物
語
」
作
者
の
意
図
と
そ
の
限
界

伊
勢
物
語
試
論

和
泉
式
部
日
記

女
三
宮
の
降
嫁
を
め
ぐ
っ
て

源
氏
物
語
に
と
っ
て
美
と
は
何
か

　
１
死
生
・
生
・
死
１

「
か
げ
ろ
ふ
日
記
」
私
見

本生神

田沢村

正秀紀

行子子

久
保
田
孝
夫

桑
原
　
和
　
子

皆
川
し
ほ
江

森
田
　
雅
代

数
藤
昌
子

田
　
中
洋
　
子

田
　
中
容
子

常
陰
い
く
子

梅
木
明
美

宇
都
木
明
子

渡
辺
加
代
子

渡中

辺林

早修

苗子

「
か
た
り
ご
と
」
の
伝
統

〈
日
本
文
学
中
世
Ｖ

　
　
清
盛
の
文
学
的
人
間
像

　
　
暗
部
に
巣
く
う
女
性
　
遊
女
・
白
拍
子

　
　
－
抵
王
を
起
点
と
し
て

　
　
藤
原
定
家

　
　
１
－
有
心
論
と
定
家
像
－

一
〇
六

塩
見

厚
生

安
藤
美
知
枝

馬
場
美
紀
枝

橋
本

正
　
俊

平
家
物
語
灌
頂
巻
考

　
－
灌
頂
巻
に
お
け
る
「
死
」
と
「
涙
」
１
　
　
本
　
田
　
邦
　
子

平
家
物
語
と
末
代
意
識

　
－
主
に
重
衡
像
を
中
心
と
し
て
ー
　
　
　
岩
本
京
子

世
阿
弥
の
能
と
幽
玄
に
つ
い
て
の
研
究
　
　
　
　
金
　
剛
　
永
　
謹

世
阿
弥
能
楽
論
と
そ
の
幽
玄
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
上
　
由
　
紀

平
家
物
語
に
お
け
る
中
世
文
学
精
神
　
　
　
　
　
南
　
　
　
幸
　
代

平
家
物
語
に
お
け
る
女
性
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
宮
　
沢
　
真
　
弓

「
砧
」
論
　
　
　
　
　
　
　
中
村
淑
子

太
平
記
成
立
に
関
し
て

　
↓
二
部
構
成
説
を
め
ぐ
っ
て
ー
　
　
　
新
添
政
美

平
家
物
語
と
夢
説
話
　
　
　
　
　
　
　
小
関
真
理
子



狂
言
序
説

　
－
文
学
史
へ
の
試
み
１

閑
吟
集
の
享
受
層

平
家
物
語
に
お
け
る
清
盛
像

狂
言
の
誠
刺
性

　
－
天
正
狂
言
本
か
ら
虎
寛
本
に
至
る
過
程

新
古
今
時
代
歌
人
と
本
歌
取

「
平
家
物
語
」
に
お
け
る
清
盛
像

〈
日
本
文
学
近
世
Ｖ

　
　
「
曽
根
崎
心
中
」

　
　
「
好
色
五
人
女
」

　
　
「
助
六
」
私
論

　
　
　
－
反
抗
と
状
況
１

　
　
「
好
色
五
人
女
」

　
　
「
出
世
景
清
」
論

　
　
「
世
継
曽
我
」
考

　
　
物
語
作
家
と
し
て
の
上
田
秋
成

　
　
「
世
間
胸
算
用
」
考

　
　
「
曽
根
崎
心
中
」

佐
　
野
　
葉
　
子

芝
　
田
　
義
　
勝

鈴
木
久
美
子

竹山谷赤平

田野口松尾

有博典紀恭

希典男子子

川
崎
さ
ゆ
り

木
村
素
　
子

大
橋
　
一
　
生

阪
　
本
　
隆
　
司

浅
妻
　
　
　
稔

巾
村
嘉
代
子

中
眺
あ
つ
子

〈
日
本
文
学
近
代
・
現
代
Ｖ

　
　
立
原
道
造
研
究

　
　
「
こ
こ
ろ
」
私
観

　
　
「
氾
濫
」
論

　
　
「
仮
面
の
告
白
」
論

　
　
啄
木
論

　
　
　
－
「
芸
術
と
実
生
活
」
の
問
題
－

　
　
草
野
心
平
の
詩
的
世
界
ー
そ
の
蛙
の
世
界

　
　
「
こ
こ
ろ
」
論

　
　
　
１
「
明
治
の
精
神
」
へ
の
殉
死
の
意
味
－

　
　
夏
目
漱
石
「
明
暗
」
私
論

　
　
漱
石
の
文
章

　
　
「
其
面
影
」
論

　
１
二
十
年
後
の
内
海
文
三
１

「
行
人
」
論

春
琴
抄
論

人
沢
康
夫
、
そ
の
世
界

「
梶
井
基
次
郎
」

試
論
　
三
島
山
起
夫
－
死
へ
の
軌
跡

石
川
達
三
諭

後平古池石□ノ紀北駒

一
Ｃ
七

藤尾内田野
原
崎巾イーハ山

和徹意貞好

　
一

圭秋徳

子美子夫晴夫子雄男

児
島
伸
　
治

松
岡
万
里
子

宮村中中中

武橋□ノ村沢

政義英貴
■
二

博隆二志春



　
１
「
私
ひ
と
り
の
私
」
へ
の
過
程
－

夢
十
夜
試
論

大
江
健
三
郎
論

井
上
光
晴
論

織
田
作
之
助
論

谷
崎
文
学
に
於
け
る
女
性
美

「
片
腕
」
論

「
河
童
」
小
論

　
－
死
へ
の
道
程
－

宮
澤
賢
治
私
論

　
－
修
羅
の
道
程
－

堀
辰
雄
「
菜
穂
子
」

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ス
ム
詩
論
（
滝
口
修
造
論
）

太
宰
治
　
そ
の
生
活
と
美
意
識

宮
澤
賢
治
論

林
芙
美
子
「
浮
雲
」
論

三
島
由
起
夫
－
そ
の
死
の
場
合

小
林
秀
雄
論

透
谷
の
文
学
経
路
と
楚
囚
之
詩
に
つ
い
て

中
島
千
恵
子

西
村
陽
　
子

西
　
崎
文
博

岡
　
田
　
光
展

沖
　
津
博
　
人

小
　
野
　
や
　
え

佐
々
木
優
子

嶋
　
津
真
智

高
橋
寿
美
子

富
　
田
　
裕
次

上
　
田
　
雅
　
巳

山
　
田
　
一
　
幸

村
上
美
和
子

森
　
岡
　
繁
巳

木
村
和
　
也

平
松
敏
明

一
〇
八

〈
国
語
学
Ｖ

　
　
「
縁
」
考
　
　
　
　
　
　
　
長
井
晶
子

昭
和
四
十
八
年
度
修
士
論
文
題
目

　
　
「
寝
覚
物
語
論
－
生
霊
事
件
を
め
ぐ
っ
て
１
」
　
音
　
田
　
能
　
子

　
　
平
家
物
語
の
思
想
　
　
　
　
　
　
吉
川
敏
郎

　
　
有
島
武
郎
論
　
　
　
内
田
満

　
　
語
の
文
法
的
構
成
－
畳
語
を
手
が
か
り
に
ー
　
蜂
矢
真
郷

会
易
新
著
紹
介
霧
護
蟻
鰯
洲
灘
嬢
織
蟻
一

〇
広
川
勝
美
編
『
物
語
と
説
話
』
（
Ｂ
６
判
、
二
四
六
頁
、
一
九
七
四
年
七
月
、

　
汐
文
社
　
千
四
百
円
）

　
Ｔ
．
カ
タ
リ
と
物
語
／
１
．
反
神
話
と
非
神
話
／
２
．
神
話
の
変
貌
／
３
．

　
色
好
み
の
変
容
　
皿
．
歴
史
意
識
と
仏
教
／
１
．
罪
悪
の
発
見
／
２
．
厭
離

　
穣
土
・
欣
求
浄
土
／
３
．
悪
の
論
理
の
否
定
／
４
．
王
法
と
仏
法
　
皿
．
他

　
界
と
制
外
／
１
．
他
界
か
ら
の
訪
れ
／
２
．
他
界
へ
の
回
帰
／
３
．
漂
泊
者

　
の
代
受
苦
／
４
．
制
外
者
へ
の
下
降
　
Ｗ
．
ハ
ナ
シ
と
唱
導
／
１
．
愛
執
と

　
恩
愛
／
２
．
仏
神
の
幻
影
／
３
．
奇
異
と
俗
悪
　
Ｖ
説
話
と
説
話
文
学

　
執
筆
者
は
広
川
勝
美
・
駒
木
敏
・
管
野
美
恵
子
・
生
形
貴
重
・
吉
川
敏
郎
・



　
広
田
収
・
生
井
武
世
・
今
井
昌
子
・
黒
沢
圭
二
の
各
氏

○
有
倉
遼
吉
・
土
橋
寛
共
編
『
私
立
大
学
の
危
機
－
教
育
・
研
究
と
財
政
１
』

　
（
Ｂ
６
判
、
二
四
六
頁
、
一
九
七
四
年
十
一
月
、
時
事
通
信
杜
、
九
〇
〇
円
）

　
私
立
大
学
の
変
遷
（
尾
形
憲
）
／
私
立
大
学
と
学
術
行
政
（
土
橋
寛
）
／
私
立

　
大
学
と
国
民
の
教
育
権
（
兼
子
仁
）
／
私
立
大
学
に
お
け
る
教
育
と
研
究
（
川

　
口
弘
）
／
私
立
大
学
と
大
学
院
（
並
木
美
喜
雄
）
／
「
国
立
私
学
」
を
擾
言
す

　
る
（
岩
尾
裕
純
）
／
資
料
（
日
本
学
術
会
議
が
お
こ
な
っ
た
私
立
大
学
関
係
の

　
勧
告
・
要
望
・
申
入
れ
、
私
学
関
係
振
興
予
算
一
覧
表
）

○
山
田
昭
夫
・
内
田
満
共
編
『
近
代
文
学
資
料
８
～
１
０
・
有
島
武
郎
』
上

　
・
中
・
下
（
三
分
冊
）
一
九
七
五
年
一
月
、
中
下
巻
順
次
刊
行
予
定
、
桜
楓

　
杜
、
各
二
、
○
○
○
円
）

　
上
巻
…
第
一
部
　
有
島
武
郎
全
集
逸
文
／
遺
稿
（
二
編
）
／
逸
文
エ
ッ
セ
イ

　
　
　
（
六
一
編
）

中
巻
…
第
二
部
　
有
島
武
郎
全
集
未
収
録
書
簡
／
未
発
表
お
よ
び
未
収
録
書
簡

　
　
　
（
二
〇
一
通
）
／
書
簡
（
総
）
目
録
／
書
簡
人
名
索
引
ほ
か
／
第
三
部

　
　
　
近
親
者
資
料
／
父
武
に
よ
る
「
有
島
武
手
記
集
」
ほ
か
、
母
・
妻
・
弟

　
　
　
・
子
息
に
よ
る
も
の
七
編

下
巻
…
第
四
部
　
周
辺
資
料
／
「
稲
穂
崎
の
素
人
画
家
」
／
農
場
関
係
資
料
な

　
　
　
ど
四
編
／
第
五
部
年
譜
／
研
究
文
献
目
録

　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
会
則
改
訂
全
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
訂
　
一
九
七
四
年
十
一
月
二
十
三
目

　
第
一
章
　
総
　
　
　
則

第
一
条
　
本
会
は
同
志
社
大
学
国
文
学
会
と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
国
文
学
・
国
語
お
よ
び
国
語
教
育
の
研
究
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条
　
本
会
の
会
員
は
同
志
社
大
学
国
文
学
専
攻
に
属
す
る
左
記
の
も
の
と

　
す
る
。

　
１
　
専
任
教
員

　
２
　
学
部
在
学
生

　
３
　
大
学
院
在
学
生

　
４
　
学
部
卒
業
生

　
５
　
大
学
院
修
了
生

　
た
だ
し
、
特
に
入
会
を
希
望
し
、
評
議
員
会
の
認
め
た
も
の
は
会
員
に
な
る

　
こ
と
ガ
で
き
る
。

第
四
条
　
第
三
条
４
．
５
項
目
の
会
員
で
、
卒
業
ま
た
は
修
了
後
四
年
以
上
を

経
過
し
た
者
、
お
よ
び
第
三
条
た
だ
し
書
き
に
よ
る
会
員
は
、
退
会
す
る
こ

　
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
会
員
の
う
ち
、
会
費
の
滞
納
が
二
年
分
以

　
上
に
及
ん
だ
者
は
、
退
会
の
意
思
を
表
明
し
た
も
の
と
み
な
す
。

　
　
退
会
者
が
復
会
を
希
望
す
る
場
く
〕
は
、
未
納
会
費
を
納
入
す
る
も
の
と
す

　
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｃ
九
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